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成果

背景
脱炭素社会の構築が求められる中、再生可能エネルギーへ

の期待が高まっています。再生可能エネルギーの一つとし
て、近年、木質バイオマスを用いた電気や熱の供給事業が注
目を集めています。これらの事業によって、事業者には安定
した利益が、地域林業には大きな経済効果が期待されます。
一方、木材の供給者にとっては丸太やチップの販売価格、製
材業等のマテリアル産業にとっては原料の競合、発電事業者
にとっては原料購入価格の変動や稼働停止等の事業のリスク
が不安視されています。そこで、事業関係者がそれらの検討
を行うための事業性評価ツールを、表計算ソフト (Microsoft 
Excel®)を用いて作成しました。

ツールの開発
これまでに森林総研では、木質バイオマス発電の主な技術

である蒸気タービン方式の発電事業について、採算性が簡単
に評価できるツールを開発・公開してきました。この度、北
海道立総合研究機構林産試験場と協力して、熱電併給事業の
評価もできるように改良しました。蒸気タービンの熱収支に
は、複雑な計算モデルが必要なため、発電出力および熱出力
の推定には、『エネカルクVer.3』蒸気タービン計算モジュー
ルを組み込みました。

ツールの利用方法
本ツールでは、蒸気タービン方式のシステムを用いた発電・

熱電併給事業の評価が可能です。ユーザーが想定する原料の
調達や、プラントの条件等を入力することで、木質バイオマ
スを用いたさまざまな発電・熱電併給事業の経済性等を評価
することができます。任意の諸条件を入力することにより、
年間の燃料消費量や電気・熱の売上高、事業評価（内部収益

率や投資回収年）等の出力結果が表示されます（図1）。
ツールの入手方法については、下記URLをご参照ください。

https://www.ffpri.affrc.go.jp/database/hatsuden/
hatsuden.html

研究資金と課題

　本研究は交付金プロジェクト*「木質バイオマス発電事業の安定的
な拡大手法の開発」、「小規模エネルギー利用のための木質バイオマ
ス利用技術の高度化」の成果です。
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我が国では2012年7月の再生可能エネルギー固定価格買取制度 （以下、FIT）の運用開始以降、木質バイオマスを燃料とする
蒸気タービン方式の発電施設が各地で建設されています。木質バイオマス発電事業を検討する際に、燃料消費量の推算や事業
性の評価が必須となりますが、その計算は非常に複雑です。そこで、蒸気タービン方式の木質バイオマス発電事業について、
発電のみではなく、一部の熱を利用する熱電併給事業の採算性評価ツールを開発・公開しました。

蒸気タービン方式木質バイオマス熱電併給事業採算性
評価ツールを開発
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図1　蒸気タービン方式木質バイオマス熱電併給事業採算性評価ツールの画面




